
愛知県宅地耐震化推進事業（防災・安全） ○

愛知県

（H２４当初） （H２６末） （H２８末）

　　平成28年度

事業主体にて目標値の達成状況等を実施

　　愛知県ホームページにて公表

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H２４ H２５ H２６ H２７ H２８

A-1 都市防災 一般 愛知県 直接 20.0 －

A-2 都市防災 一般 西尾市 直接 7.2 －

A-3 都市防災 一般 大府市 直接 4.5 －

合計 31.7

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８

合計

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H２４ H２５ H２６ H２７ H２８

合計

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する

　交付対象事業の効果の発現状況

３．特記事項（今後の方針等） 　今後も引き続き、調査対象市町の第1次ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞを進め、第1次スクリーニング結果の公表率のアップを図っていく。

社会資本総合整備計画【事後評価書】
計画の名称 重点計画の該当

計画の期間 平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 交付対象

計画の目標

　内閣府の「南海トラフの巨大地震モデル検討会」の第一次報告（平成24年3月31日）にて、南海トラフ巨大地震の推計震度が見直され、愛知県内は「震度6強～震度7」と引き上げられる結果となった。愛知県は、以前より全庁的に耐
震対策を進めており、その一環として、Ｈ２１より大規模盛土造成地の変動予測調査に着手し、大規模盛土造成地の抽出を行っている（第1次スクリーニング）。大規模盛土造成地の抽出後、安全性の検証を行い（第2次スクリーニン
グ）、この結果により、区域の指定や勧告を行い、滑動崩落対策工事を実施し宅地耐震化を進めていくこととしている。
　本整備計画においては、未調査の９市町について第1次スクリーニングを実施し、抽出された大規模盛土造成地のマップを作成し公表することを目標とする。

　　計画の成果目標（定量的指標）

・調査対象市町について第1次ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞをすすめ、第1次スクリーニング結果の公表率を増加させる。

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

　第1次スクリーニング結果の公表率＝第1次スクリーニング結果の公表済み市町数／調査対象市町数：３／１２（H24.4.5現在）→１２／１２（目標） 25% － 100%

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
３１．７百万円 Ａ ３１．７百万円 Ｂ Ｃ

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

愛知県 宅地耐震化推進事業 変動予測調査(第1次ｽｸﾘｰﾆﾝｸ等) 美浜町始め7市町

事　後　評　価

○事後評価の実施体制・実施時期

事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

公表の方法

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

西尾市 宅地耐震化推進事業 変動予測調査(第1次ｽｸﾘｰﾆﾝｸ等) 西尾市

大府市 宅地耐震化推進事業 変動予測調査(第1次ｽｸﾘｰﾆﾝｸ等) 大府市

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名

全体事業費
（百万円）

全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

事業実施期間（年度）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

Ⅱ定量的指標の達成状況
指標 最終目標値 100% 目標値と実績値

に差が出た要因
目標達成

　「大規模盛土造成地の変動予測ガイドライン（国土交通省）」に基づき、第1次スクリーニングで作成した大規模盛土造成地マップを公表し、大規模盛土造成地が身近に存在
することを住民へ情報提供することにより、住民の防災意識の向上を図ることができた。

第1次スクリーニング結果の公表率 最終実績値 100%



（参考図面）市街地整備

計画の名称 愛知県宅地耐震化推進事業（防災・安全）

計画の期間 平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 愛知県、西尾市、大府市交付対象

A-1 宅地耐震化推進事業
変動予測調査
・第1次スクリーニング等

7市町：
尾張旭市、長久手市、東浦町、美浜町、みよし市、
蒲郡市、田原市

A-3 宅地耐震化推進事業
変動予測調査
・第1次スクリーニング等

大府市

A-2 宅地耐震化推進事業
変動予測調査
・第1次スクリーニング等

西尾市


